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第１回 盛土に関する専門会議

～第１回：概要説明～

北九州市建築都市局開発指導課

説明項目

１ 会議の主旨

２ 盛土規制法に関する取り組みの概要

３ 区域指定の考え方



2024/1/10

2

１ 会議の主旨

盛土規制法の運用開始に向けて、以下の内容に
ついて意見収集を行う。

・区域指定に関する事項

・既存盛土調査に関する事項

・その他、盛土規制法の運用などに関する

必要な事項

２ 盛土規制法に関する取り組みの概要

２－１ 盛土規制法の経緯

２－２ 盛土規制法について

２－３ 盛土規制法の予定
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２－１ 盛土規制法の経緯(1)
• 令和３年７月に静岡県熱海市で、盛土が崩落し土石流による甚
大な被害が発生。

• 危険な盛土を全国一律の基準で包括的に規制するため、「宅地
造成等規制法」を抜本的に改正。

⇒国交省・農水省の共管法「宅地造成及び特定盛土等規制法
（通称：盛土規制法）」となる。

【公布：令和４年５月２７日、施行：令和５年５月２６日】

•北九州市も、盛土等（宅地造成、特定盛土等又は土石の堆積）
による災害から市民の生命や財産を守るため、「盛土規制法」
の対象となる区域を指定し、安全基準に適合した造成を許可す
る等の対応を行う。

２－１ 盛土規制法の経緯(2)
＜用語の説明＞

盛土等とは、宅地造成、特定盛土等又は土石の堆積を指す。

• 宅地造成

宅地以外の土地を宅地にするために行う盛土その他の土地の形

質の変更で政令で定めるもの

• 特定盛土等

宅地又は農地等において行う盛土その他の土地の形質の変更で、

当該宅地又は農地等に隣接し、又は近接する宅地において災害

を発生させるおそれが大きいものとして政令で定めるもの

•土石の堆積

宅地又は農地等において行う土石の堆積で政令で定めるもの
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２－２ 盛土規制法について

①盛土規制法の対象（旧法との違い）

②盛土規制法の対象区域と種類

③盛土規制法で運用される内容

①盛土規制法の対象（旧法との違い）
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②盛土規制法の対象区域と種類(1)
• 盛土規制法の対象となる区域は都道府県等が、基礎調査を実施
し、結果を踏まえて指定（北九州市の場合は市が指定）。

• 区域の指定や基礎調査は、国の定める基本方針や実施要領に基
づき行うが、盛土等に伴う災害から人命を守るため、リスクの
あるエリアは、できる限り広く、区域に指定することが重要で
あるとされており、災害リスクの存在しない箇所以外は全て対
象区域となる。

• 盛土規制法の対象となる区域は盛土等により人家等の保全対象
に被害を及ぼしうる区域で、「宅地造成等工事規制区域」と
「特定盛土等規制区域」の２種類。

②盛土規制法の対象区域と種類(2)
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③盛土規制法で運用される内容(1)

③盛土規制法で運用される内容(2)
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２－３ 盛土規制法の予定

①運用開始の方法と時期

②スケジュール（概要）

①運用開始の方法と時期

• 盛土規制法の運用には、新たな対象区域の指定が必要。

• 市内全域を対象に、地形や土地の利用状況等の基礎調査を実施
し、結果を踏まえ盛土規制法の対象となる区域を指定。

• 現在（宅地造成等規制法）の運用は、経過措置期間として新制
度の施行から２年間有効。

⇒新たな区域を、令和７年５月までに指定し、運用を開始。
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②スケジュール（概要）

３ 区域指定の考え方

３－１ 盛土規制法における保全対象

３－２ 宅地造成等工事規制区域について

３－３ 特定盛土等規制区域について

３－４ 区域指定のスケジュール
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①宅地造成等工事規制区域 ②特定盛土等規制区域

保全対象
・市街地（市街化の見込みの
ある土地を含む）、集落等

・①の区域内の市街地（市街化の見込みの
ある土地を含む）、集落等

・人が居住し、又は活動を日常的に行う蓋
然性の高い人家や施設等の存する土地

・人が日常的に往来する蓋然性の高い道路
等の公共施設

・その他盛土等に伴う災害から人命を守る
ため保全する必要のあるもの

対象区域
・市街地、集落等

・上記に隣接、近接する土地
の区域

・市街地、集落等から離れているものの、
地形等の条件から人家等に危害を及ぼし得
るエリア

・市街地、集落等以外の区域の居住者等に
危害を及ぼし得るエリア

３－１ 盛土規制法における保全対象(1)

３－１ 盛土規制法における保全対象(2)
・人が居住し、又は活動を日常的に行う

蓋然性の高い人家や施設等の存する土地

→市街地・集落等に含まれない人家や、商業施設、工場、
公園・運動場、ゴルフ場、レジャー施設、山小屋、
観光農園等を含む人が活動を日常的に行う農地等。

・人が日常的に往来する蓋然性の高い道路等の公共施設

→市街地・集落等に含まれないが、「人が日常的に往来する
蓋然性が高い」と判断される道路、鉄道等。

※ 蓋然性：確実性、確実性の度合い、確からしさ。
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３－２ 宅地造成等工事規制区域について

①対象となる区域の考え方

②宅造区域で想定される災害

※宅地造成等工事規制区域⇒宅造区域

①対象となる区域の考え方

・都市計画区域

・準都市計画区域 → 北九州市は該当なし

・地域開発計画等策定地域

・現に開発行為が行われている区域又は今後開発行為が
行われると予想される区域

・集落の区域

・その他地方公共団体の長が必要と認める区域

・上記の区域に隣接・近接する区域

市
街
地
・
集
落
等



2024/1/10

11

②宅造区域で想定される災害

盛土
盛土

盛土

３－３ 特定盛土等規制区域について

①対象となる区域の考え方

②特盛区域で想定される災害

※特定盛土等規制区域⇒特盛区域
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①対象となる区域

・盛土等の崩落により流出した土砂が、土石流となって渓流等を
流下し、保全対象の存する土地の区域に到達することが想定される
渓流等の上流域

・盛土等の崩落により隣接・近接する保全対象の存する土地の区域に
土砂の流出が想定される区域

・土砂災害発生の危険性を有する区域

・過去に大災害が発生した区域

・その他地方公共団体の長が必要と認める区域

②特盛区域で想定される災害

盛土

盛土
盛土

特盛区域

宅造区域
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３－４ 区域指定のスケジュール

区域指定スケジュール（想定）
Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

4 5 6 7 8 9 2 34 5 6 7 8 9
基礎調査・
区域の検討

10 11 12 110 11 12 1 2 3 4 5 6 7

区域案の作成・修正、
区域確定など

区域案の公表

区域の告示

専門会議

周知期間

R5.5/26

運

用

開

始

経
過
措
置
期
限

盛
土
規
制
法
施
行

R7.5/25

次回以降について・・・

（区域指定）
・都市計画区域や集落の考え方
・近接、隣接地の考え方 など

（運用について）
・公表に向けた広報
・行政指導の考え方や指導方法 など

（既存盛土について）
・応急対策の必要性判断基準 など


